
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 相模女子大学 
設置者名 学校法人相模女子大学 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

学芸学部 

日本語日本文学科 
夜 ・

通信 

0 0 

23 23 13  

英語文化コミュニ

ケ－ション学科 

夜 ・

通信 
21 21 13  

国際コミュニケー

ション学科 

夜 ・

通信 
16 16 13  

子ども教育学科 
夜 ・

通信 
22 22 13  

メディア情報学科 
夜 ・

通信 
20 20 13  

生活デザイン学科 
夜 ・

通信 
18 18 13  

人間社会学部 

社会マネジメント

学科 

夜 ・

通信 

0 0 

18 18 13  

人間心理学科 
夜 ・

通信 
21 21 13  

地域クリエーショ

ン学科 

夜 ・

通信 
20 20 13  

栄養科学部 

健康栄養学科 
夜 ・

通信 
0 0 

16 16 13  

管理栄養学科 
夜 ・

通信 
18 18 13  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
■本学ホームページ 

https://www.sagami-wu.ac.jp/student/class/syllabus/ 

 

 



  

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

 



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 相模女子大学 
設置者名 学校法人相模女子大学 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
https://www.sagami-wu.ac.jp/foundation/trustee-list/ 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 元 学校法人 

常務理事 

2025.6.26 

～2028 年度の

うち最終のも

のに関する定

時評議員会の

終結の時まで 

広範かつ有益な意

見具申 

非常勤 同窓会会員 2025.6.26 

～2028 年度の

うち最終のも

のに関する定

時評議員会の

終結の時まで 

広範かつ有益な意

見具申 

非常勤 株式会社代表取締役 

社長 

2025.6.26 

～2028 年度の

うち最終のも

のに関する定

時評議員会の

終結の時まで 

広範かつ有益な意

見具申 

非常勤 NPO法人代表理事 2025.6.26 

～2028 年度の

うち最終のも

のに関する定

時評議員会の

終結の時まで 

広範かつ有益な意

見具申 

（備考） 

 

 

https://www.sagami-wu.ac.jp/foundation/trustee-list/


  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 相模女子大学 

設置者名 学校法人相模女子大学 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

■シラバスの作成過程 

 「シラバス作成要領」を配付してシラバスを作成し、授業の方法及び内容、到達目

標、成績評価の方法や基準その他必要な事項について不足のないようにしている。 

 また、全てのシラバスにおいて第三者チェックを実施している。その際、本学独自

の「シラバス執筆・チェックに関するルーブリック」に基づき統一した客観的指標に

よる第三者チェックを行っている。 

 

■シラバスの作成・公表時期 

・12月下旬     ：シラバス執筆開始 

・1月下旬    ：シラバス第三者チェック（1） 

・2月上旬～中旬 ：シラバス修正（1） 

・2月上旬～中旬 ：シラバス第三者チェック（2） 

・3月上旬    ：シラバス公表 

授業計画書の公表方法 

Webシラバス 

■本学ホームページ 

https://www.sagami-wu.ac.jp/student/class/syllabus/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 



  

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 シラバスに記載された成績評価の方法・基準のとおり、小テストや口頭

試問、レポート、定期試験等により学修成果の評価を行い、これに基づい

て単位の授与を行っている。 

 この学修成果の評価基準については、各教員が学生に事前に示しており、

客観的な判定を行っている。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

自身の成績が、所属学科の中でどの位置にあるか把握させるため、客観的な指標（Ｇ

ＰＡ）を用いている。 

■ＧＰＡの算出方法 

対象科目：所属学科開講科目のうち卒業要件として単位集計される科目 

※資格科目（教職・司書）・他学部他学科履修科目・単位互換科目・認定科目は除く 

1. 評価係数 S=4、A=3、B=2、C=1、D=0、I=0 

2. 各科目の単位数の合計を分母として計算 

3. 算出された値の小数点以下 2桁を四捨五入して計算 

 

（評価係数 x 各評価の単位数）の合計÷各科目の単位数の合計＝ＧＰＡ（平均評価

点） 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

■本学ホームページ 

https://www.sagami-wu.ac.jp/student/class/record/ 

■学生への発行物（学生手引き）：入学時に配付 

・Student Handbook（授業・履修編） 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 



  

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

相模女子大学・相模女子大学短期大学部は、スローガンとして掲げる「見つめる人

になる。見つける人になる。」を実現することを目的とし、各学科で取得した能力・知

識・技能に加えて、以下の姿勢を身につけた者に学位を授与する。 

1. 専門領域のみならず、社会におけるさまざまな場において多角的視点でものごと

を見つめ、身につけた知識や技能と柔軟な発想力を活用して社会や生活に役立つ新し

いことを生み出すことができる。 

2. 人や社会の持つ特性や仕組みを洞察する眼を持ち、組織の中で自分のすべきこと

を見極めつつ、人と協働しながら自らの個性を発揮できる。 

3. 偏見や先入観を排した眼で人や社会を見つめ、人に共感し、思いやりを持ち、感動

した体験をもとに成長することができる。 

また、相模女子大学学則第 40条に「本学に４年以上、途中編入の場合はそれぞれ指定

された期間在学し、所定の科目および単位数を修得した者に対して学長は、教授会の

議を経て卒業証書を授与する。」と卒業および卒業判定について定めている。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

■本学ホームページ 

https://www.sagami-wu.ac.jp/university/outline/ 

■学生への発行物（学生手引き） 

・Student Handbook（授業・履修編）：入学時に配付 

・Student Handbook（学生生活編）：電子ブック版 

https://epb.meclib.jp/library/books/sagami_shb_campu

slife_2026/book/index.html 
 

https://www.sagami-wu.ac.jp/university/outline/


  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 相模女子大学 

設置者名 学校法人相模女子大学 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
インターネットにより公表 

https://www.sagami-

wu.ac.jp/foundation/industry/ 

収支計算書又は損益計算書 
インターネットにより公表 

https://www.sagami-

wu.ac.jp/foundation/industry/ 

財産目録 
インターネットにより公表 

https://www.sagami-

wu.ac.jp/foundation/industry/ 

事業報告書 
インターネットにより公表 

https://www.sagami-

wu.ac.jp/foundation/industry/ 

監事による監査報告（書） 
インターネットにより公表 

https://www.sagami-

wu.ac.jp/foundation/industry/ 
 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：2026（令和 8）年度 事業計画書  対象年度：令和 8 年度 ） 

公表方法：https://www.sagami-wu.ac.jp/foundation/industry/ 

中長期計画（名称：Sagami Vision 2035 第Ⅰ期中期計画  対象年度：令和８年度～ 

令和 10 年度 ） 

公表方法：https://www.sagami-wu.ac.jp/foundation/s-vision-2026-2031/ 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：https://www.sagami-wu.ac.jp/public/external-valuation/ 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：https://www.sagami-wu.ac.jp/public/external-valuation/ 

 

 

https://www.sagami-wu.ac.jp/foundation/industry/
https://www.sagami-wu.ac.jp/foundation/s-vision-2026-2031/


  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実

施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 学芸学部・人間社会学部・栄養科学部 

教育研究上の目的（公表方法：学則に記載） 

■本学ホームページ 

https://www.sagami-wu.ac.jp/university/outline/ 

■学生への発行物（学生手引き） 

「Student Handbook（学生生活編） 

https://epb.meclib.jp/library/books/sagami_shb_campuslife_2026/book/index.ht

ml 

「Student Handbook（授業・履修編）」 

（概要） 

学芸学部は、真に自立した人間の育成を目指し、人文科学系の学問を中心に、総合的な

知識･教養･倫理を教授し、情報化・国際化社会に対応できるコミュニケーション能力を養

成することを目的とする。  

人間社会学部は、社会の動きやしくみを的確に把握する力、感性を生かして人の心を敏

感に感じ取る力を育むとともに、社会人としてあるべき教養とマナーを身につけ、自立の

実現をめざし、社会の発展と人類の平和に貢献できる人材の育成を目的とする。  

栄養科学部は、食による健康維持、疾病の予防と治療が実践できる質の高い専門知識と

技術を習得し、食の現場で活躍できる人材、かつ教職の場で栄養指導ができる人材、さら

に食の安全衛生に関する監視・指導を行うことのできる人材を育成することを目的とする。  

 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：本学ホームページ、学生への発行物（学

生手引き）） 

■本学ホームページ 

https://www.sagami-wu.ac.jp/university/outline/ 

■学生への発行物（学生手引き） 

・Student Handbook（授業・履修編）：入学時に配付 

・Student Handbook（学生生活編）：電子ブック版 

https://epb.meclib.jp/library/books/sagami_shb_campuslife_2026/book/index.ht

ml 

 

（概要） 

【様式第 2 号の 3 より再掲】 

相模女子大学・相模女子大学短期大学部は、スローガンとして掲げる「見つめる人

になる。見つける人になる。」を実現することを目的とし、各学科で取得した能力・知

識・技能に加えて、以下の姿勢を身につけた者に学位を授与する。 

1. 専門領域のみならず、社会におけるさまざまな場において多角的視点でものごとを

見つめ、身につけた知識や技能と柔軟な発想力を活用して社会や生活に役立つ新しい

ことを生み出すことができる。 

2. 人や社会の持つ特性や仕組みを洞察する眼を持ち、組織の中で自分のすべきことを

見極めつつ、人と協働しながら自らの個性を発揮できる。 

3. 偏見や先入観を排した眼で人や社会を見つめ、人に共感し、思いやりを持ち、感動

した体験をもとに成長することができる。 

また、相模女子大学学則第 40条に「本学に４年以上、途中編入の場合はそれぞれ指定

された期間在学し、所定の科目および単位数を修得した者に対して学長は、教授会の

議を経て卒業証書を授与する。」と卒業および卒業判定について定めている。 

https://www.sagami-wu.ac.jp/university/outline/
https://epb.meclib.jp/library/books/sagami_shb_campuslife_2026/book/index.html
https://epb.meclib.jp/library/books/sagami_shb_campuslife_2026/book/index.html


  

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

■本学ホームページ 

https://www.sagami-wu.ac.jp/university/outline/ 

■学生への発行物（学生手引き） 

「Student Handbook（学生生活編） 

https://epb.meclib.jp/library/books/sagami_shb_campuslife_2026/book/index.ht

ml 

「Student Handbook（授業・履修編）」 ） 

（概要） 

本学は、120 年以上にわたり、建学の精神である「高潔善美」に基づき、知的・道徳的・応

用的能力を身につけた教養ある人材を育成してきました。現在も「見つめる人になる。見

つける人になる。」のスローガンのもと、多様な共通教育科目群と各学部・学科の特色を

活かした専門科目群を展開し、地域・国内外の社会の発展と課題の解決に貢献できる人材

を育成することを目指しています。その実現のために、以下に記す教育課程編成・実施の

方針を定めるものとします。 

1. 多角的な視点で物事を見つめ、幅広い視野で課題を解決できるように探究的・能動

的な学修方法を取り入れた科目を全学的に展開する。 

2. キャリア教育・実践力育成を重視し、知識や技能を実践に結びつける目的で、サー

ビスラーニングや体験的学修を行う科目を全学的に配置する。 

3. より広い視野や教養を得るために学科横断・発想力育成のプログラムを全学的に設

ける。 

4. 全学共通科目においては、幅広い分野の知識や技能を身につけ、本学の教育の歴史

と特色を理解し、大学生としての学際的な視点や態度を育成するための科目を配置

する。 

5. 専門教育科目においては、共通教育と連動して幅広い視野を育てるとともに、一定

の分野において深く・実践的な学びができる科目を配置する。また、主体性、実践

力、表現力などを育成するために、クラス人数の適正な設定ができるよう配慮する。 

6. 学園連携の観点から、併設各部と互恵的な交流ができるような科目を全学的に展開

する。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 
■本学ホームページ：https://www.sagami-wu.ac.jp/exam/admission-policy/ 

■受験生への刊行物：大学案内、入試ガイド）                  ） 

（概要） 

相模女子大学は、「見つめる人になる。見つける人になる。」というスローガンを掲げて

おり、しなやかな発想力と豊かな包容力を身につけ、地域社会を担っていける人を育てた

いと考えます。この方針に共感し、あるいは興味を持つとともに、以下の資質・志向を有

する者を求めています。 

 １． 本学各学科の教育の目的・目標を理解し、本学で学びたいという意欲を持っている。 

 ２． 本学各学科の教育課程を履修するための基礎的な学力を身につけている。 

 ３． 勉学を通して自己を磨くとともに、他人と協力・協調し、社会に貢献する気持ちを

持っている。 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：https://www.sagami-wu.ac.jp/foundation/organization/ 

 

 

https://www.sagami-wu.ac.jp/foundation/organization/


  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 5 人 － 5 人 

学芸学部 － 43 人 14 人 6 人 0 人 0 人 63 人 

人間社会学部 － 17 人 9 人 5 人 1 人 0 人 32 人 

栄養科学部 － 15 人 8 人 4 人 2 人 10 人 39 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0 人 290 人 290 人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法：https://www.sagami-wu.ac.jp/faculty-introduction/ 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

ＦＤ委員会を設置し、新任教員研修会、ＦＤ研修会、学修振り返りアンケート、授業参観

等を行い、授業改善や教育力の向上を図っている。 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

学芸学部 420 人 320 人 76.2％ 1,871 人 1,333 人 71.2％ 27 人 11 人 

人間社会学部 260 人 186 人 71.5％ 980 人 704 人 71.8％ 20 人 2 人 

栄養科学部 180 人 172 人 95.6％ 756 人 648 人 85.7％ 18 人 5 人 

合計 860 人 678 人 78.8％ 3,607 人 2,685 人 74.4％ 65 人 18 人 

（備考） 

 

 

b.卒業者数・修了者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数・修了者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

学芸学部 
398 人 

（100％） 

2 人 

（  0.5％） 

354 人 

（  88.9％） 

42 人 

（  10.6％） 

人間社会学部 
199 人 

（100％） 

5 人 

（  2.5％） 

162 人 

（  81.4％） 

32 人 

（  16.1％） 

栄養科学部 
158 人 

（100％） 

4 人 

（  2.5％） 

147 人 

（  93.1％） 

7 人 

（  4.4％） 

合計 
755 人 

（100％） 

11 人 

（  1.5％） 

663 人 

（  87.8％） 

81 人 

（  10.7％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

https://www.sagami-wu.ac.jp/faculty-introduction/


  

（備考） 

 

 



  

 

c.修業年限期間内に卒業又は修了する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載

事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業・修了者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

【様式第 2 号の 3 より再掲】 

■シラバスの作成過程 

 「シラバス作成要領」を配付してシラバスを作成し、授業の方法及び内容、到達目標、

成績評価の方法や基準その他必要な事項について不足のないようにしている。 

 また、全てのシラバスにおいて第三者チェックを実施している。その際、本学独自の「シ

ラバス執筆・チェックに関するルーブリック」に基づき統一した客観的指標による第三者

チェックを行っている。 

 

■シラバスの作成・公表時期 

・12月下旬     ：シラバス執筆開始 

・1月下旬    ：シラバス第三者チェック（1） 

・2月上旬～中旬 ：シラバス修正（1） 

・2月上旬～中旬 ：シラバス第三者チェック（2） 

・3月上旬    ：シラバス公表 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

シラバスに記載された成績評価の方法・基準のとおり、小テストや口頭試問、レポート、

定期試験等により学修成果の評価を行い、これに基づいて単位の授与を行っている。 

 この学修成果の評価基準については、各教員が学生に事前に示しており、客観的な判定

を行っている。 

学部名 学科名 
卒業又は修了に必要

となる単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

学芸学部 

日本語日本文学科 124 単位 有 24 単位 

英語文化コミュニ

ケーション学科 
124 単位 有 24 単位 

国際コミュニケー

ション学科 
124 単位 有 24 単位 

子ども教育学科 124 単位 有 24 単位 

メディア情報学科 124 単位 有 24 単位 



  

生活デザイン学科 124 単位 有 24 単位 

人間社会学部 

社会マネジメント

学科 
124 単位 有 24 単位 

人間心理学科 124 単位 有 24 単位 

地域クリエーショ

ン学科 
124 単位 有 24 単位 

栄養科学部 
健康栄養学科 124 単位 有 24 単位 

管理栄養学科 124 単位 有 24 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 

公表方法： 

■本学ホームページ 

https://www.sagami-

wu.ac.jp/student/class/record/ 

■学生への発行物（学生手引き）：入学時に配付 

・Student Handbook（授業・履修編） 
 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法： 

■本学ホームページ 

 https://www.sagami-wu.ac.jp/campuslife/institution/ 

■学生への周知物 

Student Handbook－学生生活編－の電子ブック版 
https://epb.meclib.jp/library/books/sagami_shb_campuslife_2026/book/index.html 

P158～P201 

 

 

 

https://www.sagami-wu.ac.jp/student/class/record/
https://www.sagami-wu.ac.jp/student/class/record/
https://www.sagami-wu.ac.jp/campuslife/institution/
https://epb.meclib.jp/library/books/sagami_shb_campuslife_2026/book/index.html


  

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

入学金 その他 
備考 

（任意記載事項） （年間） 

学芸学部 

日本語日本文学科 

（1年） 
765,000 円 260,000 円 350,000 円 施設設備費 

日本語日本文学科 

（2年） 
725,000 円 0 円 350,000 円 施設設備費 

日本語日本文学科 

（3～4年） 
725,000 円 0 円 320,000 円 施設設備費 

英語文化コミュニケーション

学科（2 年） 
725,000 円 0 円 399,110 円 

施設設備費 

実験実習費 

英語文化コミュニケーション

学科（3 年） 
725,000 円 0 円 399,520 円 

施設設備費 

実験実習費 

英語文化コミュニケーション

学科（4 年） 
725,000 円 0 円 328,300 円 

施設設備費 

実験実習費 

国際コミュニケーション学科

（1年） 
765,000 円 260,000 円 393,020 円 

施設設備費 

実験実習費 

子ども教育学科 

（1年） 
770,000 円 260,000 円 455,000 円 

施設設備費 

実験実習費 

子ども教育学科 

（2年） 
730,000 円 0 円 455,000 円 

施設設備費 

実験実習費 

子ども教育学科 

（3～4年） 
730,000 円 0 円 425,000 円 

施設設備費 

実験実習費 

メディア情報学科 

（1年） 
765,000 円 260,000 円 381,000 円 

施設設備費 

実験実習費 

メディア情報学科 

（2年） 
725,000 円 0 円 375,000 円 

施設設備費 

実験実習費 

メディア情報学科 

（3年） 
725,000 円 0 円 345,000 円 

施設設備費 

実験実習費 

メディア情報学科 

（4年） 
725,000 円 0 円 343,000 円 

施設設備費 

実験実習費 

生活デザイン学科 

（1年） 
785,000 円 260,000 円 460,000 円 

施設設備費 

実験実習費 

生活デザイン学科 

（2年） 
745,000 円 0 円 460,000 円 

施設設備費 

実験実習費 

生活デザイン学科 

（3～4年） 
745,000 円 0 円 430,000 円 

施設設備費 

実験実習費 

人間社会 

学部 

社会マネジメント学科 

（1年） 
765,000 円 260,000 円 442,000 円 

施設設備費 

実験実習費 

社会マネジメント学科 

（2年） 
725,000 円 0 円 378,000 円 

施設設備費 

実験実習費 

社会マネジメント学科 

（3年） 
725,000 円 0 円 338,000 円 

施設設備費 

実験実習費 

社会マネジメント学科 

（4年） 
725,000 円 0 円 334,000 円 

施設設備費 

実験実習費 

人間心理学科 

（1年） 
765,000 円 260,000 円 355,000 円 

施設設備費 

実験実習費 

人間心理学科 

（2年） 
725,000 円 0 円 355,000 円 

施設設備費 

実験実習費 

人間心理学科 

（3～4年） 
725,000 円 0 円 320,000 円 施設設備費 

地域クリエーション学科 

（1年） 
770,000 円 260,000 円 438,000 円 

施設設備費 

実験実習費 

栄養科 

学部 

健康栄養学科 

（1年） 
785,000 円 260,000 円 465,000 円 

施設設備費 

実験実習費 

健康栄養学科 

（2年） 
745,000 円 0 円 465,000 円 

施設設備費 

実験実習費 

健康栄養学科 

（3～4年） 
745,000 円 0 円 435,000 円 

施設設備費 

実験実習費 

 管理栄養学科 785,000 円 260,000 円 470,000 円 
施設設備費 

実験実習費 



  

（1年） 

管理栄養学科 

（2年） 
745,000 円 0 円 470,000 円 

施設設備費 

実験実習費 

管理栄養学科 

（3～4年） 
745,000 円 0 円 440,000 円 

施設設備費 

実験実習費 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

学生の履修・単位修得状況、資格に関する単位修得状況等を常時把握し、必要に応じて個別に

面談を行い、相談・支援をしている。この支援については、教員と職員が連携し、情報を共有

しながら全学的な支援体制をとっている。また、障害等のある学生に対しては個別に面談を行

い、必要に応じて配慮文書を履修担当教員へ通知し、必要に応じて授業にて配慮を行っている。

聴覚障害学生には、可能な限り情報保障に努めており、半期 5 科目までを上限に希望の科目に

ノートテイク・パソコンテイクの情報保証の支援をしている。また、それ以外に文字起こしを

した資料の提供や動画資料に字幕を付ける支援を実施している。 

経済的支援として、修学困難な学生には、本学独自の奨学金の貸与を行っている。また、家

計急変等で修学継続が困難な学生に対して給付型奨学金を用意している。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

就職活動を支援する就職準備講座において「自己分析講座」「インターンシップ講座」「業

界・企業研究講座」等を実施しており、進路選択をする上での具体的な支援を行っている。

また、学生全員と進路決定するまで定期的かつ個別に面談を行い、学生個々の支援を丁寧に

行っている。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

主に保健センターと学生相談室がその役割を担っており、毎年学生には新入生オリエンテー

ション時に利用方法等を説明している。 

保健センターでは看護師 4 名でシフトを組み、授業期間中は常時 2 名、土曜日・授業休止期

間中は 1 名体制で運営している。学生向け定期健康診断ではブースを設け、既往歴・現病歴

のある学生に詳しい病状や受診の状況、学業への支障の有無等を聞き取り、保健指導や健康

教育に活用している。専門的相談については、精神科医相談を隔週 1 回、学校医（婦人科含

む）相談を月 1 回程度実施している。 

 学生相談室は、臨床心理士・公認心理士の資格を持つカウンセラー6 名がシフトを組み、

通年 2 名体制で運営している。また授業期間中は事務員 1 名が常駐し（週３日）、予約調整

などカウンセリングの周辺業務を担っている。 

相談形式は対面相談が中心だが、電話相談も行っている。遠隔（オンライン）相談も行

い、より相談しやすい環境を整えている。 

保健センターと学生相談室は、必要に応じて気になる学生の情報を共有して相互の利用を促

し、クラス担任や学生対応部署とも連携しながら学生の対応に当たっている。また、対応が

難しい学生は、本学精神科医との面談に繋げ、外部機関の紹介を行っている。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：https://www.sagami-wu.ac.jp/labo 

 備考 この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
 

 



（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

合計（年間）

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄（合計欄を含む。）について、該当する人数が1人以上10人以下の場合には、
当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載すること。

本表において、多子世帯とは大学等における修学の支援に関する法律（令和元年法律第８号）第４条第２項第
１号に掲げる授業料等減免対象者をいい、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分、第Ⅳ区分（理工農）とは、それぞ
れ大学等における修学の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第２号イ～ニに掲げ
る区分をいう。

年間

607 人（ 307 ）人

後半期

580人（ 318 ）人

185　人

53　人

学校名（〇〇大学 等）

設置者名（学校法人〇〇学園 等）

相模女子大学

学校法人相模女子大学

前半期

支援対象者数
※括弧内は多子世帯の学生（内数）

※家計急変による者を除く。
588 人（ 327 ）人

199　人第Ⅰ区分

学校コード（13桁） F114310104767

（備考）

87　人 87　人

内
訳

第Ⅲ区分 53　人 59　人

（うち多子世帯） （　　45　人） （　　39　人）

（うち多子世帯） （　　20　人） （　　19　人）

第Ⅱ区分

53　人第Ⅳ区分（多子世帯）

（うち多子世帯） （　　13　人） （　　11　人）

0　人 0　人

区分外（多子世帯） 196　人 196　人

第Ⅳ区分（理工農）

家計急変による
支援対象者（年間）

―　人（　―　）人

612 人（ 311 ）人



年間 前半期 後半期

　

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

３月以上の停学 0　人

年間計 0　人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成績が著しく不良であ
ることについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含む。）、高
等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修業年限が２年以
下のものに限る。）

0　人 0　人 0　人

10　人 0　人 0　人

0　人 0　人

― 人 0　人 0　人

退学 0　人

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認定の取消しを受けた
者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたことにより認定の取消し
を受けた者の数

（備考）

（備考）

修業年限で卒業又は修了できないことが確定

修得単位数が「廃止」の基準に該当

出席率が「廃止」の基準に該当又は学修意欲
が著しく低い状況

0　人 0　人 0　人

― 人 0　人 0　人

「警告」の区分に連続して該当
※「停止」となった場合を除く。

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の処分を受けたことに
より認定の取消しを受けた者の数

計

0　人

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したことにより認定の取消
しを受けた者の数

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻
科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のものに
限る。）

右以外の大学等

後半期

年間 0　人

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

前半期年間



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、停止を受けた者の数

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻
科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のものに
限る。）

年間 前半期 後半期

ＧＰＡ等が下位４分の１ 11　人 0　人 0　人

計 71　人 0　人 0　人

出席率が「警告」の基準に該当又は学修意欲
が低い状況

0　人 0　人 0　人

（備考）

修得単位数が「警告」の基準に該当 ―　人 0　人 0　人

ＧＰＡ等が下位４分の１ 67　人 0　人 0　人

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻
科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のものに
限る。）

年間 前半期 後半期

訓告 0　人

年間計 0　人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学生認定の効力の停止
を受けた者の数

３月未満の停学 0　人

（備考）

（１）停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の効力の停止を受
けた者の数


	F114310104767_相模女子大学_確認（更新確認）申請書（様式第2号の1～4）
	F114310104767_相模女子大学_確認（更新確認）申請書（様式第2号の4（別紙））

